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「緑
の
社
会
」へ
の
構
造
改
革
を
求
め
る
意
見
書

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
経
済
危
機
の
打
開
策
と
し
て
、
各
国
政
府
は
今
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
巨
額
の

集
中
投
資
と
、
そ
れ
に
よ
る
雇
用
創
出
を
め
ざ
す
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
選
択
し
始
め
て
い

る
。
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
し
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
な
ど
も
矢
継
ぎ
早
に
独
自
策
を
打
ち
出
し
た
。

世
界
同
時
不
況
の
様
相
を
呈
す
る
な
か
で
、
各
国
は
経
済
危
機
を
脱
す
る
道
と
し
て
「
環
境
」
を
選
ん
だ
と
い
え

る
。こ

う
し
た
世
界
的
な
動
き
の
中
で
、
日
本
政
府
も
環
境
分
野
を
経
済
成
長
の
け
ん
引
役
と
す
る
「
日
本
版
グ
リ

ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」を
ま
と
め
る
方
針
を
固
め
、
具
体
化
に
着
手
し
た
。

我
が
国
は
環
境
分
野
で
最
先
端
の
技
術
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
で
大
き
な
経
済
効
果
や
雇
用
創

出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
保
全
と
経
済
発
展
を
結
び
つ
け
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
社
会

を
構
築
し
て
い
く
上
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

経
済
危
機
の
今
こ
そ
、
「
緑
の
社
会
」
へ
と
大
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
「
日
本
版
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
」
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
が
国
が
諸
外
国
に
先
駆
け
て
不
況
を
克
服
し
、
低
炭
素
社
会
・
循
環
型
社

会
・
自
然
共
生
社
会
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
社
会
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
環
境
分
野
へ
大
胆
に
投
資
し
、
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
で
産
業
を
振

興
し
雇
用
創
出
す
る
な
ど
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

日
本
の
誇
る
環
境
技
術
を
駆
使
し
て
環
境
産
業
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
三
年
間
で
十
兆
円
規

模
の
投
資
を
行
い
、
今
後
五
年
間
で
百
兆
円
の
市
場
規
模
、
二
百
万
人
超
の
雇
用
を
実
現
す
る
こ
と

二

二
〇
二
〇
年
に
は
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
率
を
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
指
し
、
特
に
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
十
倍
と
す
る
政
府
の
導
入
量
目
標
の
倍
増
を

検
討
し
、
例
え
ば
全
小
中
学
校
へ
の
設
置
な
ど
大
胆
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

三

電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
次
世
代
自
動
車
の
普
及
を
急
ぎ
、
五
年
後
に
百
万
台
、

二
〇
二
〇
年
に
新
車
販
売
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
目
指
す
と
と
も
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
資
す
る

観
点
か
ら
公
共
交
通
機
関
の
活
性
化
に
対
す
る
支
援
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と

四

省
エ
ネ
住
宅
・
ビ
ル
等
の
建
設
を
大
規
模
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
対
象
都
市
を
拡
大
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
国
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と

五

森
林
吸
収
量
の
目
標
と
し
て
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
て
、
林
業

と
建
設
業
の
協
働
も
行
い
つ
つ
間
伐
・
植
林
な
ど
の
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
よ
り
林
業
、

造
園
・
建
設
業
な
ど
関
連
業
種
で
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と

六

バ
イ
オ
燃
料
事
業
を
拡
大
強
化
し
、
そ
の
利
活
用
に
よ
っ
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
性
化
を
図
り
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
三
百
地
区
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と

七

エ
コ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
温
暖
化
対
策
行
動
等
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
す
る
も
の
）
を
拡
充
さ
せ
る
な
ど
、

国
民
生
活
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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